
清掃事業概要と一般廃棄物処理実態調査の違いについて 補足資料１

建設改良費
うち左表との差額 562,956千円
242,909千円

管理部門
102,416千円

処理及び
収集部門 維持管理費

1,200,093千円 2,455,204千円
（19,996円/ｔ）

合計 共通経費 合計
2,910,110千円 2,909,895千円 3,152,804千円
（23,691円/ｔ） （25,678円/ｔ）

処理部門
1,607,601千円

その他
134,644千円

うち右表との差額

215千円
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【処理部門】 プラスチック減容施設管理費 215千円
（東孕公園バスケットゴール修繕）

処理及び維持管理費
2,455,204千円

100％

管理費

456,253千円

18.6%

収集運搬費

1,140,226千円

46.4%

【高知市清掃事業概要】

H29：23,889円/ｔ ＝ 2,961,032千円
H30：23,691円/ｔ ＝ 2,910,110千円

【一般廃棄物処理実態調査】

H29：25,152円/ｔ ＝ 3,117,195千円
H30：25,678円/ｔ ＝ 3,152,804千円 ○清掃工場長寿命化整備事業費 121,500千円（建設改良費）

委員報酬等 382千円（処理及び維持管理費）
廃棄物処理施設整備基金積立金 50,051千円（その他）
ヨネッツこうち施設管理費 32,473千円（その他）
避難所環境対策事業費 23,555千円（その他）
〇エコ産業団地用地取得事業費 12,348千円 （その他） など

資料２ 「２ 高知市のごみ処理経費経年変化」棒グラフ（H30） 資料２ 「３ 処理及び維持管理費内訳」円グラフ

職員給与費，塵芥収集管理費，可燃ごみ収集費，

可燃粗大ごみ収集費，資源・不燃ごみ収集委託費，

ペットボトル拠点回収委託費 など



補足資料２
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可燃ごみ 可燃ごみ

プラスチック

排出・収集 中間処理

ペットボトル

ビン

カン

金属

（19分別）

可燃ごみ 可燃ごみ

プラスチック

ペットボトル
ビン
カン

破砕ごみ
(金属等)

破砕ごみ
(金属等)

（13分別）

焼却処分

ペットボトル
ビン
カン

プラスチック分別・再生

焼却処分 焼却処分

資源物分別・再生

プラスチック分別・再生

分別・再生

破砕・分別・再生

・拠点回収方式の便利さ・不便さ

・排出機会が少ない
・資源不燃物ステーションの管理の負担 ・高知方式により，品目別に収集できるため，品質の高い再生が可能

・焼却施設が２か所で運営費増加の反面，故障等の場合のリスク回避

・排出しやすい
・排出機会が多い（ビン・カン）
・収集量が多い

・施設費，運営費の高騰
・品質は標準的レベル

・施設費，運営費の高騰
・排出機会が多い
・指定袋での費用負担

・焼却施設が１か所で運営費縮減の反面，故障等の場合のリスク増加

■西部クリーンセンター ■南部クリーンセンター

■再生資源処理センター

■菖蒲谷プラスチック減容工場

■清掃工場

※月１回，分別収集

※月２回，３種混合で排出

※月２回，指定袋で排出

※週２回

※週２回，指定袋で排出

・収集量は年々減少
※週１回

※量販店等での拠点回収

※週１回

・指定袋での費用負担
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